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目標を達成する一手段として、ブロックコポリマー  (BCP) のミクロ相分離による自己組織
化を利用したナノ構造熱電変換材料の生成を提案している。BCP に PMMA-b-PMAPOSS を用い、








クとして、孔径 300~500 nm、孔深さ 1 m 以上、アスペクト比約 3 となる自立性テンプレート
ポリイミドフィルムを作製している。このフィルム上に熱電薄膜を厚さ数 m 成膜すると ZT = 
1.0 の高い性能を示す熱電薄膜を生成できることを述べている。これら薄膜をモジュール化す
ることで温度差 130 ºC の環境下で開放電圧 0.6 V、最大出力 500 W を得ている。サブミクロ







充填され導電性が保たれた。熱伝導率は 0.2 ~ 0.4 W/(m·K) と大幅に低減され、熱アニール処理





ク係数  220 V/K とバルク材料と同等の電気的特性、ゼーベック係数を達成している。微粒子
化したビスマステルライド熱電材料を利用して熱伝導率を大幅に低減させ、室温での無次元性
能指数 ZT は 0.97 と塗布型熱電材料では最も高い特性を実現している。  
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
 上述のように、本論文は物性の壁を破る熱電変換の高効率化に果敢に挑戦し、自己組織化構
造を利用した大面積化、有機‐無機ハイブリッドによる塗布型熱電材料の提案など、工学およ
び工業上貢献するところが大である。本論文に関して審査委員及び公聴会出席者から、研究の
位置付け、測定結果の妥当性、解析モデルと実験結果の差異、熱電変換の効率向上の限界や将
来的な技術などについての質問があったが、著者によって適切な回答がなされた。公聴会では
、学内外から多数の出席者があり、製造プロセスや測定法など、種々の質問がなされたが、い
ずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。  
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
 
